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　現在，生活保護の受給者は，164 万世帯で 212 万 8 千人となっている21。はじめにでも述べ
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ある。これは 2004 年から引き下げられ，2006 年に廃止された老齢加算に対するもので，2005
年から，全国 9都道府県で生存権裁判が提訴されている。もう一つは，2013 年 8 月の生活保
護基準引き下げ（最大 10%，対象者は 200 万人以上）に対する 1万人を超える審査請求とそ





































市区町村含む） 12,444 15.2 3,167 3.9 1,689 2.1 1,406   937 422 262 71%
指定都市  5,612 20.5 2,423 8.9   677 2.5   518   370 102  76 66%
中 核 市  2,846 15.0   712 3.7   380 2.0   326   246  63  42 76%
































4月分 19,116 14.9  5,728 4.5 2,593 2.0 2,090 1,435   518   363 69%
5 月分 20,594 16.1  6,189 4.8 2,752 2.1 2,067 1,478   498   332 66%
6 月分（再掲） 20,902 16.3  6,302 4.9 2,746 2.1 2,250 1,553   587   380 70%





業については，民間の自主事業という位置づ けの中，認定の拡が りに課題が ある。利用が 進ま
ない理由としても『本人が 通える範囲内に認定事業所が ない』が 最も多くなっており，認定を
増やしていくことで ミスマッチを解消で きれば ， 利用しやすくなると見込まれる」25 としてお
貧困・社会的排除に対峙するソーシャルワークについての一考察　（石坂　誠）





























なかったとして，11 月に保護の打ち切りを決定。翌 12 月に男性はアパートの自室で自殺した。
男性の一件は，知人を名乗る匿名の人物が立川市の共産党議員団にファックスを送ったことで，
発覚した。市議は，「無理な就労指導が行われた恐れも否定できない」，としている。市議は，
弁護士らとともに調査団を結成し，2017 年 4 月 11 日に市を指導する立場である東京都に原因
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　この事件は，2014 年 9 月 24 日，千葉県銚子市内の県営住宅で，家賃滞納のため強制退去と
なったその日，母親（43 歳）が無理心中を決意し，中学 2年性の娘（13 歳）を殺害した。健
康保険料も滞納するほどの生活苦で，母親は「家を失ったら生きていきない」と思い詰めた果
ての事件であった31。
　退去勧告は，1万 2800 円の家賃を二年に渡り滞納したことへの対応であった。1万 2800 円
の家賃を支払えないほどこの家族は困窮していた。
　問題の第 1点目は，本事例おいても，ここまで生活が追い詰められるまでの間に，2回福祉




















千葉県の県営住宅の減免対象世帯 1万 1616 世帯（平成 25 年度収入申告による），そのうち適










（1）グループインタビュー（2015 年 12 月 5 日）の概要
　本研究では，現場のソーシャルワーカーへのインタビューから，貧困・社会的排除に対峙す
るソーシャルワークの課題を導き出すことを試みた。調査は，定期的に事例研究を行っている
研究会のメンバー 5人へのグループインタビュー（2015 年 12 月 5 日）である（医療ソーシャ






研究」倫理審査委員会の承認を得て実施した（受理日：平成 27 年 10 月 6 日，承認番号：H27. 
36）。
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　オープンコーディングで 86 のコードを，そしてそこからの焦点的コーディングで 12 のコー
ドに集約された（そのうち 8は，ソーシャルワークの課題）。なお，③生活困窮者自立支援制
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メンが弱い。身体的なところ，病気のところ中心に聞く」，というように，経済面の把握の弱さ，
家族全体を見ていない点などが課題である。また，「ぎりぎりで生活している人のプランは，
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44 条等，既存の制度も有効に活用されているとは言えない状況がる。例えば，国保 44 条によ
る一部負担金の減免が機能せず，短期保険証や資格証明書の患者，あるいは無保険等の患者に
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